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1 

は じ め に 

１ 作成根拠 

交通安全対策基本法第 26 条第 4 項により策定するもので、第 10 次北九州市交通安全

計画（計画期間：令和 3 年度から令和 7 年度）の実施計画です。北九州市内における道

路交通の安全について、市・県・警察・国の地方行政機関が令和４年度に実施する施策

を取りまとめています。 

２ 北九州市の現状 

北九州市で発生した道路交通事故（以下「交通事故」という。）全体の年次別の推移は

以下のとおりです。 

（単位：件、人）

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
8,951 8,949 8,325 8,075 7,729 7,001 6,649 5,542 4,450 4,074
23 22 23 23 16 22 28 19 20 18

（単位：件、人）

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
43,178 43,678 41,168 39,734 37,308 34,862 31,279 26,936 21,495 20,066
161 145 147 152 143 139 136 98 91 101

北九州市内

福岡県内

年
発生件数
死 者 数

年
発生件数
死 者 数

令和 3年の市内での交通事故は、発生件数 4,074 件、死者数 18人でした。 

発生件数については、平成 24 年（8,951 件）と比較すると 4,877 件減少しており、２年

連続で過去最低件数となりました。また、死者数については平成 24年（23 人）と比較する

と 5人減少しており、過去 2番目に少ない人数となりました。 

３ 本市の主な交通事故の状況は以下のとおりです。 

① 高齢者の交通事故の推移

（単位：件、人）

年 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
2,145 2,331 2,256 2,403 2,388 2,227 2,249 1,854 1,582 1,398

全事故比 24.0% 26.0% 27.1% 29.8% 30.9% 31.8% 33.8% 33.5% 35.6% 34.3%
16 13 13 16 9 9 14 12 16 7

全死者比 69.6% 59.1% 56.5% 69.6% 56.3% 40.9% 50.0% 63.2% 80.0% 38.9%

（単位：件、人）

年 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
9,989 10,668 10,998 11,247 10,880 10,480 9,802 8,588 7,032 6,459

全事故比 23.1% 24.4% 26.7% 28.3% 29.2% 30.1% 31.3% 31.9% 32.7% 32.2%
90 81 82 87 76 80 80 55 53 49

全死者比 55.9% 55.9% 55.8% 57.2% 53.1% 57.6% 58.8% 56.1% 58.2% 48.5%

北九州市内

事故件数

死者数

福岡県内

事故件数

死者数

高齢化が進む本市では、高齢者の交通事故防止が大きな課題のひとつとなっています。

最近の傾向をみると、交通事故全体に占める高齢者が関連した交通事故の割合は年々 
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増加し、3割以上が高齢者の交通事故となっています。 

また、交通事故死者数に関しては、20 人中 16人が高齢者となっており、全体の 8割を

占めています。 

② 自転車関連交通事故件数の推移 

（単位：件、人）
年 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

1,136 1,069 972 850 777 751 701 622 496 466
全事故比 12.7% 11.9% 11.7% 10.5% 10.1% 10.7% 10.5% 11.2% 11.1% 11.4%

2 1 3 4 2 2 2 1 1 1
福岡県内 （単位：件、人）

年 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
7,088 6,818 6,324 5,775 5,131 5,074 4,383 4,068 3,280 3,270

全事故比 16.4% 15.6% 15.4% 14.5% 13.8% 14.6% 14.0% 15.1% 15.3% 16.3%
18 20 17 12 19 17 20 12 9 18

北九州市内

発生件数

死者数

発生件数

死者数

北九州市は、環境未来都市としてモーダルシフト（交通手段の転換）を推進すること 

としています。そのうち自転車は、最も環境にやさしく健康志向にも合致するうえ、自

転車活用推進計画においても取組が進められることから、今後ますます利用者の増加が

見込まれます。 

本市の自転車が関連した交通事故は、令和 3年が 466 件であり、減少傾向が続いてい 

ます。 

③ 飲酒運転よる交通事故件数の推移

（単位：件、人）

年 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
33 34 22 27 28 25 35 28 21 23

全事故比 0.4% 0.4% 0.3% 0.3% 0.4% 0.4% 0.5% 0.5% 0.5% 0.6%
1 0 0 0 2 0 0 2 0 1

福岡県内 （単位：件、人）

年 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
185 171 153 156 158 126 144 133 111 94

全事故比 0.4% 0.4% 0.4% 0.4% 0.4% 0.4% 0.5% 0.5% 0.5% 0.5%
5 3 4 2 6 0 4 8 4 6

北九州市内

発生件数

死者数

発生件数

死者数

平成 24 年 4 月 1 日、福岡県飲酒運転撲滅運動の推進に関する条例が施行され、様々な

場面で広報啓発活動等に取り組んできました。 

令和3年の飲酒運転による交通事故発生件数は、23件と前年に比べ2件増加しました。 

今後も、市民や関係機関等と一体となり、飲酒運転の撲滅に向けた取組を展開してい

きます。 

４ 計画の推進 

第 10 次北九州市交通安全計画では、令和 7 年までに交通事故死者数を 15 人以下、交

通事故発生件数を 3,300 件以下に定め、この目標が達成できるよう、県や市、警察、関

係機関・団体等が密に連携を図り、究極的には交通事故のない社会となるよう取り組ん

でいきます。 


